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第一章  総  則 

本施工要領書は、         工事の内、ウレタン塗膜防水工事に適用する。 

 

第二章  一般事項 

第一条 工事概要 

第一項 建物名称： 

第二項 所 在 地： 

第三項 発 注 者： 

第四項 設  計： 

第五項 監  理： 

第六項 建設業者： 

第七項 防水業者： 

第八項 施工工期：平成  年  月  日～平成  年  月  日 

 

第二条 責任施工 

本工事に請け負った、建設業者〔        〕及び、 

防水業者〔        〕の責任施工とし、防水工事に必要な事項は、

特に指示がなくとも監督者及び工事責任者に申し出て入念に施工する。 

施工不備により漏水等の支障事故については遅滞なく補修する。 
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第三条 組 織 図 

組  織  図 

 

発 注 者  

 

設 計 
会社名： 

担当者： ＴＥＬ： 

 

監 理 
会社名： 

担当者： ＴＥＬ： 

 

建設業者 

会社名： 

責任者： ＴＥＬ： 

監督者： ＦＡＸ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材料メーカー 

ＡＧＣポリマー建材株式会社 

関 西 支 店 

大阪市 福島区 海老江５－２－２ 

ＴＥＬ：０６－６４５３－６４０１ 

施工業者 

会社名： 

所在地： 

ＴＥＬ： ＦＡＸ: 

総括責任者： ＴＥＬ: 

現場代理人： ＴＥＬ: 

安全衛生者： ＴＥＬ: 

工事責任者： ＴＥＬ: 

工 事 班 長： 

作 業 員： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＥＬ: 

ＴＥＬ: 

ＴＥＬ: 

ＴＥＬ: 

ＴＥＬ: 

ＴＥＬ: 

ＴＥＬ: 

ＴＥＬ: 

ＴＥＬ: 

ＴＥＬ: 

ＴＥＬ: 
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第四条 適用範囲 

本施工要領書は、ウレタン塗膜防水工法の内、密着工法（歩行用一般仕様）

に適用する。 

 

第五条 適用図書 

１．施工現場（サラセーヌＳＤ－ＫＫ３０Ｔ工法）に関する係員指示事項。 

２．本施工現場の、特記仕様書。 

３．本施工現場の、設計図。 

 

第六条 協  議 

本施工要領書に記載無き事項については、監督官及び設計事務所・工事責任

者と協議を行い、承認を得る。 

また、記載事項に変更が生じた場合は、その都度承認を受けた後に、施工に

あたる。 
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第三章  施工計画 

第一条 施工準備 

１．施工箇所及び下地の確認。 

２．図面及び仕様書の確認。 

３．面積数量及び作業員の確認 

４．材料数量及び工法・納まりの確認。 

５．資材保管場所及び施工機材の確認。 

６．作業工程及びねた場の確認。 

 

第二条 資材搬入 

１．施工機材の納入日確認。 

２．材料数量及び納入日確認。 

 

第三条 作  業 

１．作業工程表の確認。 

２．作業工程表に基づき当日の作業範囲の確認。 

３．気象条件及び他業者とのかち合等の確認。 

４．作業前、作業後の施工器具等の整備及び残材等の整理整頓・作業周辺の清掃

確認。 

 

第四条 検  収 

１．施工箇所の確認。 

２．納まり部の確認。 

 

第五条 引き渡し 

１．残材等の確認。 

２．保証書の確認。 
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第四章  施工仕様 

第一条 仕 様 書 

１．施工仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スラブ面：サラセーヌ SD－C３０T工法 

工程 使用材料名 

使用量（ｋｇ／

㎡） 

1 サラセーヌ P ０．２５ 

2 

クロス♯２０００／接着

剤 
－ 

3 サラセーヌ B ２．０  

4 サラセーヌ C ２．０  

5 サラセーヌ T ０．２  

 ⑤工程 

 ④工程 

 ③工程 

 ②工程 

 ①工程 

         

平場：サラセーヌＳＤ－ＫＫ３０Ｔ工法 

工程 使用材料名 使用量（ｋｇ／㎡） 

１ サラセーヌＰ ０．２５ 

２ 
サラセーヌＫ ０．８ 

サラセーヌ補強用クロス － 

３ サラセーヌＫ １．６ 

４ サラセーヌＫ １．５ 

５ サラセーヌＴ ０．２ 

立上り面：サラセーヌＳＤ－立上り２０Ｔ工法 

工程 使用材料名 使用量（ｋｇ／㎡） 

１ サラセーヌＰ ０．２ 

２ 
サラセーヌ立上り用 ０．８ 

サラセーヌ補強用クロス － 

３ サラセーヌ立上り用 １．１ 

４ サラセーヌ立上り用 ０．７ 

５ サラセーヌＴ ０．２ 

  

  

①
工
程 

  
②
工
程 

  
③
工
程 

  
 ④

工
程 

  
⑤
工
程 

 

 

 

       
         

＊補強用クロスについては、サラセーヌクロス＃２０００

又はサラセーヌクロス＃４０００のいずれかを使用。 

 

＊補強用クロスについては、サラセーヌクロス＃２０００

又はサラセーヌクロス＃４０００のいずれかを使用。 
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２．使用材料 

 

＊注）下記の下地処理は、一般的なものです。 

第二条 下地処理 

１．目地処理 

①伸縮目地 

既存目地材を撤去清掃し、プライマー（サラセーヌＰ）を塗布硬化後、バッ

クアップ材を目地に装填し、ウレタンシーリング材を充填する。 

ウレタンシーリング材硬化後、目地補強の為、ウレタン防水材（サラセーヌ

立上り用等）を塗布し、補強用クロス（１００ｍｍ幅以上）を皺の無いよう

に下地に貼付け、クロスの目止めとして、ウレタン防水材（サラセーヌ立上

り用等）を増し塗りする。 

②誘発目地 

目地部を清掃し、プライマー（サラセーヌＰ）を塗布硬化後、ウレタンシー

リング材を目地に充填する。 

ウレタンシーリング材硬化後、目地補強の為、ウレタン防水材（サラセーヌ

立上り用等）を塗布し、補強用クロス（１００ｍｍ幅以上）を皺の無いよう

に下地に貼付け、クロスの目止めとして、ウレタン防水材（サラセーヌ立上

り用等）を増し塗りする。 

③化粧目地 

目地部を清掃し、プライマー（サラセーヌＰ）を塗布硬化後、ウレタンシー

リング材を目地に充填する。 

分類 品名 荷姿 配合比 備考 

プライマー サラセーヌＰ １６ｋｇ缶 １液性 ウレタン系プライマー 

防水材 

サラセーヌＫ 
６ｋｇ缶／ 

１２ｋｇ缶 

主剤：硬化剤＝

１：２ 
ＪＩＳ Ａ ６０２１合格品 

サラセーヌ立上り用 
８ｋｇ缶／ 

１６ｋｇ缶 

主剤：硬化剤＝

１：２ 
ＪＩＳ Ａ ６０２１合格品 

保護仕上材 サラセーヌＴ 
６ｋｇ缶／ 

９ｋｇ缶 

主剤：硬化剤＝

２：３ 

アクリルウレタン系 

保護仕上材 

資材 

サラセーヌクロス＃２０００ １ｍ×１００ｍ － 
補強用ガラスクロス 

（平場、立上り用兼用） 

サラセーヌクロス＃４０００ １ｍ×５０ｍ － 
補強用繊維クロス 

（平場、立上り用兼用） 

チップ＃２０ 
０．３ｋｇ×４袋 

／箱 
－ 粗面仕上げ用添加剤 
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２．ドレン 

①ルーフドレン 

ルーフドレンは、ワイヤーブラシ等の器具又は有機溶剤等でタール・錆・油

脂等の付着物を清掃撤去し、プライマー（ＰＥ－６７０プライマー等）を塗

布する。 

防水層施工終了後、押え皿・ストレーナー・ドレン内部等を黒ワニス等で塗

装する。 

②ドレン廻り 

ドレン金物周辺をダイヤモンドカッター等でカットし、プライマー（ＰＥ－

６７０プライマー等）を塗布し、プライマー硬化後、ウレタンシーリング材

を充填する。 

ウレタンシーリング材硬化後、ドレン廻り補強の為、ウレタン防水材（サラ

セーヌ立上り用等）を塗布し、補強用クロス（１００ｍｍ幅以上）を皺の無

いように下地に貼付け、クロスの目止めとしてウレタン防水材（サラセーヌ

立上り用等）を増し塗りする。 

＊ドレンの中にウレタン防水材が入らないように養生を行う。 

 

３．貫通パイプ 

貫通パイプの周辺（防水層成形面）をワイヤーブラシ等の器具又は有機溶剤

等でタール・錆・油脂等の付着物を清掃除去し、プライマー（ＰＥ－６７０

プライマー等）を塗布する。 

プライマー硬化後、入隅にウレタンシーリング材を三角打ちし、入隅廻り補

強の為、ウレタン防水材（サラセーヌ立上り用等）を塗布し、補強用クロス

（１００ｍｍ幅以上）を皺の無いように下地に貼り付け、クロスの目止めと

して、ウレタン防水材（サラセーヌ立上り用等）を増し塗りする。 

＊塩ビパイプの場合は、プライマーとしてＰ－６０プライマーを使用する。 

＊金属パイプの場合は、プライマーとしてＰＥ－６７０プライマーを使用する。 

 

４．浮きモルタル 

平場・立上り面・パラペット笠木面・セットバック面等の浮きモルタル箇所

が大きい場合は、その箇所をはつり取り、樹脂モルタル等で平滑に補修する。 

又、浮き面積が小さい場合は、エポキシ樹脂等を注入し処理する。 

その際、欠落防止等によりピンニング注入（ステンレスピン）を併用する。 
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５．亀裂（クラック） 

平場・立上り面・パラペット笠木面・セットバック面等に発生した亀裂（ク

ラック）は、Ｖカット又はＵカットし、ウレタンシーリング材を充填し、平

滑にする。 

亀裂幅の大きい場合は、Ｖカット又はＵカットし、ウレタンシーリング材を

充填し、ウレタンシーリング材硬化後、亀裂（クラック）補強の為、ウレタ

ン防水材（サラセーヌ立上り用等）を塗布し、補強用クロス（１００ｍｍ幅

以上）を皺の無いように下地に貼付けクロスの目止めとして、ウレタン防水

材（サラセーヌ立上り用等）を増し塗りする。 

 

６．不陸（凸凹）及び欠損部 

下地モルタル及び鉄筋等の凸部は、ダイヤモンドカッター・ディスクサンダ

ー等により除去し、下地を平滑にする。下地モルタルの欠損部及び凹部は樹

脂モルタル等で補修し下地を平滑にする。 

 

７．出隅・入隅 

出隅部は、丸面又は面取り仕上げをし、プライマー（サラセーヌＰ等）塗布

硬化後、ウレタン防水材（サラセーヌ立上り用等）を塗布し、補強用クロス

（１００ｍｍ幅以上）を皺の無いように下地に貼付け、クロスの目止めとし

てウレタン防水材で補強増し塗りを行う。 

入隅部は直角とし、プライマー（サラセーヌＰ等）を塗布硬化後、ウレタン

防水材（サラセーヌ立上り用等）を塗布し、補強用クロス（１００ｍｍ幅以

上）を皺の無いように下地に貼付け、クロスの目止めとして、ウレタン防水

材（サラセーヌ立上り用等）を増し塗りする。 

 

８．防水層納まり目地切り 

所定の位置（高さ）で隅出しを行い、ダイヤモンドカッター等でカット（５

～１０ｍｍ幅位・コンクリート躯体に達する深さまで）し、清掃除去する。 

 

９．風化及び脆弱下地 

下地全面を充分にケレン清掃する。状況に応じて高圧水洗浄（ジェット洗浄）

をし、下地全面に下地調整材（サラセーヌエルデ等）を塗布し平滑に仕上げ

下地を充分乾燥させる。 

 

１０．清掃 

ゴミ・埃・油脂・レイタンス等を、ディスクサンダー等を用い充分に除去清

掃する。又、状況に応じて高圧水洗浄（ジェット洗浄）を行い、充分に下地

を乾燥させる。 
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第三条 施工手順 

１．下地確認 

防水層施工に先立ち、下地の状況（乾燥状態・下地処理状態）を確認し、施

工可能状態で有ることを確認した後に、施工を行う。 

 

２．養生 

施工箇所以外に、汚れ・はみ出し等を防止する為に、マスキングテープ・養

生シート等で養生する。 

その際、ねた場・搬入通路等も養生を行い、他の箇所を汚さないように充分

注意する。 

 

３．プライマー施工 

サラセーヌＰ（１液性）を平場には１㎡当たり０．２５ｋｇを、立上り面に

は１㎡当たり０．２ｋｇを、ローラー刷毛・刷毛等により均一に下地に塗布

する。尚、下地にプライマー（サラセーヌＰ）の吸い込みが激しい場合は、

数回増し塗りを行い、吸い込みが無くなるまでプライマー（サラセーヌＰ）

を塗布する。 

 

４．補強用クロス貼り 

プライマー硬化後、平場にはサラセーヌＫ（主剤：硬化剤＝１：２）を、立

上り面にはサラセーヌ立上り用（主剤：硬化剤＝１：２）を規定の配合比に

従い計量し、低速攪拌機にて充分に混合・攪拌した材料を、１㎡当たり０．

８ｋｇ均一に塗布し、サラセーヌ補強用クロス（サラセーヌクロス＃２００

０又はサラセーヌクロス＃４０００）を皺の無いように貼り付ける。 

クロスとクロスのラップ幅は５０ｍｍ幅以上クロスを重ねる。 

 

５．防水層施工（下塗り） 

①立上り面 

補強用クロス貼付け・硬化後、サラセーヌ立上り用（主剤：硬化剤＝１：２）

を規定の配合比に従い計量し、低速攪拌機にて充分に混合・攪拌した材料を、

立上り面に１㎡当たり１．１ｋｇを金鏝・ゴムベラ等で均一に塗布する。 

尚、納まり目地がある場合は、目地の中まで巻き込み塗布する。 

②平場 

立上り面施工後、サラセーヌＫ（主剤：硬化剤＝１：２）を規定の配合比に

従い計量し、低速攪拌機にて充分に混合・攪拌した材料を、平場に１㎡当た

り１．６ｋｇを金鏝・ゴムベラ・スクィジー等で均一に塗布する。 
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６．防水層施工（上塗り） 

①立上り面 

防水材下塗り（サラセーヌ立上り用及びサラセーヌＫ）硬化後、サラセーヌ

立上り用を下塗りと同様に混合・攪拌した材料を、立上り面に１㎡当たり０．

７ｋｇを金鏝・ゴムベラ等で均一に塗布する。 

②平場 

立上り面施工後、サラセーヌＫを下塗り同様に混合・攪拌した材料を、平場

に１㎡当たり１．５ｋｇを金鏝・ゴムベラ・スクィジー等で均一に塗布する。 

 

７．保護仕上材 

防水材上塗り（サラセーヌ立上り用及びサラセーヌＫ）硬化後、サラセーヌ

Ｔ（主剤：硬化剤＝２：３）を規定の配合比に従い計量し、低速攪拌機にて

充分に混合・攪拌した材料を、１㎡当たり０．２ｋｇをローラー刷毛・刷毛・

スプレーガン等により均一に塗布する。 

＊保護仕上材オプション 

粗面仕上げ 艶消し仕上げ 

ローラー塗り施工法 ローラー塗り施工法 

①材料配合比 

  サラセーヌＴ：チップ＃２０＝１００：２ 

保護仕上材「サラセーヌＴ」の代わりに

「サラセーヌＴ半艶」を短毛ローラーにて

１㎡当たり０．２ｋｇを均一に塗布する。 

＊若干の短毛ローラーによるローラー刷毛

目が発生する事がある。 

②上記の配合比に従い、計量・混合した材料を短

毛ローラーにて１㎡当たり０．２ｋｇを均一に

塗布する。 

＊若干の短毛ローラーによるローラー刷毛目が

発生する事がある。 

 

８．養生撤去 

施工終了後、養生に用いたマスキングテープ及び他の養生材等を撤去し、防

水層の養生として全作業終了後、２日以上養生する。 

 

第四条 注意事項 

１．一般事項 

①降雨・降雪・強風等の悪気象条件及び悪気象に変化する可能性がある場合は、

監督者の承認を受け施工を中止する。 

②気温が５℃以下及び４０℃以上の場合は、施工を中止する。 

③作業場に於いては必ず保安帽（ヘルメット）を被り、顎紐を絞める。 

④作業場では、火気に充分注意し、消火設備を整備する。 
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２．材料・施工器具の保管 

①保管場所は、なるべく乾燥した冷暗所を設定する。 

②シート・クロス類及び下地調整材（サラセーヌエルデ）等は、水に濡れない

ように充分注意し保管場所を設定する。 

③火気に充分注意し、消火設備を設置する。 

④消防法（第３章第１０条）に基づき、危険物保管に関して下記表（表－１～

３）に定められる、数量及び保管場所を設定する。 

（  ）は水溶性液体の指定数量 

 

 

⑤施工器具は良く整備した物を整理整頓し、定められた保管場所に保管する。 

 

 

 

表－１ 消防法別表で定める危険物第四類の指定数量 

種  別 指定数量 適  用 

特殊引火物 ５０Ｌ 発火点１００℃以下、又は引火点－２０℃以下で沸点４０℃以下 

アルコール類 ４００Ｌ 炭素数１～３個までの飽和一価アルコール 

第一石油類 
２００Ｌ 

（４００Ｌ） 
引火点２１℃未満 

第二石油類 
１０００Ｌ 

（２０００Ｌ） 
引火点２１℃以上７０℃未満 

第三石油類 
２０００Ｌ 

（４０００Ｌ） 
引火点７０℃以上２００℃未満 

第四石油類 ６０００Ｌ 引火点２００℃以上２５０℃未満 

動植物油 １００００Ｌ  

表－２ サラセーヌ防水材及び副資材の危険物区分 

区  分 品  名 

第四類第一石油類 Ｐ－６０プライマー・（Ｔ・ＰＥ－６７０プライマー）の各硬化剤 

第四類第二石油類 Ｐ・稀釈剤・（Ｔ・ＰＥ－６７０プライマー）の各主剤 

第四類第四石油類 （Ｋ・立上り用）の各主剤 

表－３ サラセーヌ防水材の指定可燃物区分（保管終了は各市町村条例による） 

区  分 品  名 

可燃性液体類 Ｋ硬化剤 

可燃性固体類 立上り用硬化剤 
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３．施工時 

①２液反応タイプの物は各材料の配合比（重量比）に基づき計量器等によりき

ちんと計量し、低速攪拌機で充分混合攪拌する。 

②２液反応タイプの物は主剤・硬化剤を混合攪拌すると徐々に反応が進み材料

の粘度が上がり作業が出来なくなります。各材料により可使時間（ポットラ

イフ）が異なる為、作業前に使用材料の可使時間を確認する。 

尚、２液反応タイプの物は、全て熱反応硬化性樹脂の為、温度依存性が高く、

外気温の影響を受けやすい為、施工当日の気温を考慮して施工する。 

③作業中、むやみに他の作業者を作業場内に入れない。 

④施工に際して、立入禁止・火気厳禁の立て札を用意する。 

⑤作業中は、保護手袋・保護眼鏡・保安帽等を着用する。 

 

４．施工後 

①施工終了後、養生期間等を書いた立て札等を設置し、他の作業者が入れない

様にする。 

②作業場内及び周辺をきれいに清掃し、整理整頓する。 

③施工後の廃材（材料の付着した廃缶・洗浄用の廃液・使用済み用具等）は、

専門の産業廃棄物処理業者に委託し処理する。 
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第五章  安全対策 

防水施工に当たり、労働基準法・労働安全規則等に定められている安全規則に従い、

現場での安全衛生責任者の指示に従い、安全管理に細心の注意を払い、下記厳守事

項を厳守徹底する。 

 

厳守事項 

１．保安帽の着用及び保護具の着用。 

２．作業器具等の点検整備。 

３．消火器の設置及び火気厳禁等の注意事項対策。 

４．火気使用届け。 

５．指定場所での喫煙（指定場所以外での喫煙禁止）。 

６．作業場の整理整頓。 
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管理番号 ： NS－I－01－2 
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施工手順書 
 

 

 

 

防滑性ビニル床シート 

 

タキストロン タフスリップタイプ 
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タキストロン タフスリップタイプ 施工手順 
 

１．下地の清掃 
●砂･塵埃などを除去してください。 

 

２．割り付け 
●できるだけ継目部を少なく、端部に小さなシートが入らないように割り付けて 

ください。 

●端部は端部処理材の仕上げ代として排水溝端部から 5mm 以上、壁際は 3mm 程度 

の隙間を空けてください。 

●接着剤を端部まで塗布するため、シート端部の位置を下地に鉛筆などでけがいてください。 

 

３．仮敷き 
●張り付け基準線に沿って、同方向に仮敷きを行ってください。 

●巻きグセを取り、シワが生じないように敷き延ばしてください。 

●柄模様のあるシートは、できるだけ柄合わせを行いながらシートを敷いてください。 

●二枚のシートの継目部は突き付けとし、隙間が生じないように注意してください。 

●継目は柄模様の目地部で行うのが基本です。 

 

４．接着剤の塗布準備 
●下地に接着剤を塗布するため、タキスロトンの半分（巾方向）をずれないように折り返してください。 

 

５．接着剤の塗布 

●エポキシ系接着剤の場合、接着剤は下地上での混合は行わないで別容器で十分 

に攪拌してください。 

（下地上で混合すると混合不良となり後日のフクレ・接着不良の原因となります。） 

●下地に塗布ムラが生じないように均一に塗布してください。 

●クシ山が 1／3 以下摩耗した場合、三角ヤスリで目立てを行ってください。 
 

＜標準塗布量＞ 

タキボンド＃607・＃601 
モルタル下地 300～400 ｇ／㎡ 

非吸水性下地 250～350 ｇ／㎡ 

 

６．オープンタイム 
●接着剤を塗布した後オープンタイムを取り、張り付け可能時間内 

にシートを張り付けてください。 

●オープンタイムが短いとガス膨れが生じます。 

●オープンタイムを取り過ぎて接着剤が乾き過ぎると、接着力が 

低下します。 
 

＜オープンタイムの目安（20℃）＞ 

接着剤 オープンタイム 張り付け可能時間 

タキボンド＃607 20～30 分 40～50 分 

タキボンド＃601 30～40 分 60～70 分 

 

７．張り付け・エアー抜き 
●シートにシワを生じさせないように、中央部から丁寧にシートを張り付けてください。 

●シート張り付け後、しごき圧着でエアー抜きを十分に行い、床ローラーで圧着してください。 

 

８．壁際の裁断 
●壁際は 3mm 程度の隙間が空くように裁断してください。 

●下地に防水層がある場合は、カッターナイフ等で傷を付けないように注意してください。 

 

９．圧着 
●壁際及び継目部をハンドローラーやコーナーローラーで十分に圧着してください。 
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タキストロン タフスリップタイプ 施工手順 
 

10．継目処理 
 

溶接工法 
 

（1） 接着剤が完全に硬化してから溝切り機でシート厚みの 2／3 の深さでＵ字溝を設けてください。 

（2） 熱風溶接機（ライスター）でタキストロン床溶接棒を溶融させながら、溶接ビードができる程度に溶接してください。 
 

＜溶接条件の目安＞ 
設定 

アナログ 6～7 

デジタル 400～500 ℃ 

スピード 1～2ｍ／分 
 

（3） タキストロン床溶接棒が冷えてから、余盛部をスパトラナイフなどで平滑に仕上げてください。  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

シール工法 
 

バルコニーなどで養生が可能な場合は、11.端部処理と同様の手順でエポシール及びタキシール＃600 を使用することも可能

です。但し、以下につきまして十分に注意してください。 
 

●養生期間を 2～3 日間設けてください。 

●エポシール及びタキシール＃600 の仕上がり面は、硬化後多少の痩せが生じます。 

●タキシール＃600 はタキストロン全色には対応していません。 

 

11．端部処理 

（1） 仕上がりを美しくするためにマスキングテープで養生してください。 

（2） エポシールの硬化剤の缶に主剤とカラーマスターを投入し、色が均一になるまで攪拌してください。 

（3） 混合したエポシールを付属の空カートリッジに注入し、カートリッジのフタをはめ、コーキングガンにセットしてください。 

（4） 気泡を巻き込まないようにシート端部及び壁際に塗布してください。  

（5） 充填後直ちに仕上げ用ヘラで平滑に仕上げてください。 

（6） ヘラ仕上げ後直ちにマスキングテープを除去してください。 
 

●タキシール＃600 は一液形のカートリッジタイプですので混合不要です。エポシールと同様に仕上げを行ってください。 

●エポシールの仕上がり面は、硬化後多少の痩せが生じます。 

●エポシールは、水に濡れると多少白っぽく変化することがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

12．清掃 

●シート残材・接着剤容器・梱包紙などを片付けてください。 

●カッターナイフの折れ刃の回収を徹底してください。 

 

13．養生 

●施工中及び接着剤が硬化するまでは、暖房などの急激な温度変化を与えないでください。 
●端部処理材が硬化するまで踏まないでください。（2～3 日以上） 
●土足での歩行を控え、養生シートを敷いて汚さないようにしてください。 
●重量物の運搬などは、接着剤硬化後（1～2 日）、ベニヤ板などを敷いて車輪の跡形や傷を付けないように行ってください。 
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管理番号 ： TK－I－00－2 

作 成 日 ： 2011.8.8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施工手順書 
 

 

 

遮音・防滑性階段用床材 

タキステップ５Ｗ 

＜モルタル下地・平鋼鈑製階段用＞ 

 

踊り場用シート 

＜５Ｗ用＞ 
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タキテップ５Ｗ 施工手順 
 

１． 下地の確認・清掃 
● 下地に割れ、欠け、極度の湾曲がある場合は施工できません。補修を行ってください。 

● 砂･塵埃などを除去してください。 

 

２．裁断とけがき 

● まず、最下段の階段蹴込み面の巾・高さを測定し、タキステップを裁断して、 

蹴込み部分用シートとして使用してください。（残った材料は、最上段の踊り場 

で使用します。） 

● スケール・直定規で階段の巾寸法を測定し、タキシール＃６００仕上げ代として 

排水溝側は５ｍｍ以上、壁際は３ｍｍ程度の隙間が空くように裁断してください。 

※平鋼板製階段の場合、タキシール＃６００がササラ面にかからないように、 

端部に隙間を空けてください。 

● 仕上げ寸法に裁断後、タキステップを施工する位置に仮敷きし、下地に鉛筆等で 

仕上げ線をけがいてください。 

 

３．下地用プライマー液（タキボンド＃６２５）の塗布 

※平鋼板製階段に施工する場合は、プライマータキボンド＃６２５ 

（別売）を購入してください。 

● 図のように下地斜線部に（端部を空けて貼る場合はけがき線より 

５～６ｍｍ広く）タキボンド＃６２５をハケで均一に塗布して２０～３０分 

間乾燥させます。 

● タキボンド＃６２５塗布面は汚さないように注意してください。また、 

１日以上乾燥させないでください。 

 

４．接着剤（タキボンド＃６０７）の塗布 

● 図のように接着剤（タキボンド＃６０７）をタキボンド＃６２５塗布部と 

重なるようにクシ目ゴテで均一に塗布し、オープンタイムを２０～３０分 

程度取ってください。 

● オープンタイムが短いと、初期の接着力が発揮されないため、タキス 

テップが手前に押し出されたり、階段入り隅部に浮きが生じたりします。 

● 張り付けは、最下段から順に上段へ向かって行いますので、接着剤 

塗布後は張り付け作業者が最下段にいるようにしてください。 

 

５．両面テープの剥離紙の剥がし 

● タキステップ裏面に張り付けてある両面テープの剥離紙を剥がしてください。 

 

６．段鼻充填用接着剤（タキボンド＃６５０）の塗布 

● タキステップ裏面の折曲げ部（段鼻部裏面）にタキボンド＃６５０を、コーキングガンで約６～７ｍｍ径の太さで均一に塗布して 

ください。 

● タキボンド＃６５０を塗布しなかったり、塗布量が不十分の場合、段鼻部に亀裂や剥離が発生する恐れがありますので、注意 

してください。 

● 下地の状態が悪く、付属品だけで数量が不足する場合には、別売品を追加購入してください。 
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７.タキステップの張り付け 

● まず、最下段の蹴込み面に、あらかじめ裁断しておいたシートを張り付け・圧着を行います。 

その際、蹴込み上端部からシートがはみ出さないように注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 次に、タキステップの折曲げ部を階段の曲がり部（段鼻部）にあてがい、下地とタキステップ折曲げ部との間に空洞が生じない 

ように注意して張り付けてください。その際、段鼻部が折れ曲がらないように、また段鼻部を奥に押し込みすぎないように注意 

して張り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 蹴込み面の張り込みは、コーナーローラーなどで軽く折りぐせをつけ、ガストーチで 

加熱して納めてください。 

 

● 蹴込み面の張り込み時に、タキステップ裏面をカッターナイフ等で薄く切る方法は、 

タキステップの破損の原因となりますので行わないでください。 

 

● 張り付け・圧着が完了した後、階段上端部からはみ出たシートを裁断してください。 

階段上端部からシートがはみ出ると、次のタキステップ段鼻部の納まりが悪くなります 

ので注意してください。 

 

● 踊り場部分のタキステップは、最下段の蹴込み用 

シートとして裁断した残りを使用して張り付けて 

ください。その際、タキステップのエンボス（凹凸柄） 

部分とフラット部分の境界で裁断し、踊り場用シート 

と張り継いでください。 

 

● 蹴込み面端部と段鼻部端部にズレが生じた場合は、 

直定規で直線に仕上げてください。 

 

 

  

コーナー部の位置をきちんと合わせる。 

コーナー部のＲ差・凹凸は＃６５０で埋める。 
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８．圧着 

● 階段入り隅部はコーナーローラーで、それ以外の全面 

はハンドローラーで十分に圧着してください。 

● タキボンド＃６５０を塗布した折曲げ部は圧着しないで 

ください。（圧着すると、タキボンド＃６５０が流動し空洞 

が生じます。） 

● 階段入り隅部圧着の際には、シートに傷を付けないよ 

うに注意してください。 

 

９．継目処理 

● タキステップ同士の継目は、エンボスの谷間で２～５ｍｍ程度の隙間を 

空け、マスキングテープで養生後、タキシール＃６００（別売）にて処理を 

行ってください。 

※タキシール＃６００が硬化するまで、最低２～３日養生してください。 

● 養生時間は気温によって左右されますので、十分ご注意ください。 

 

１０．端部処理 

● タキステップの全周にマスキングテープ養生し、タキシール＃６００の巾が５ｍｍ以上になるように仕上げ用ヘラなどで端部 

処理を行ってください。 

● マスキングテープは仕上げ後直ちに取り除いてください。 

※平鋼板製階段の場合、タキシール＃６００がササラ面にかからないように、隙間を空けて、踏み面部で処理してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．養生 

● タキステップ施工・清掃後、タキボンド＃６５０・タキシール＃６００が硬化するまでは歩行をできるだけ控えてください。 

● 特に段鼻部はタキボンド＃６５０が流動したまま硬化しますと、亀裂や剥離が発生する恐れがありますので、注意してくだ 

さい。 

 

＜ご注意＞ 
 

● 平鋼板下地につきましては、十分な防錆処理（ケレン・錆止め・上塗り）を施してください。 

● 踏み面、蹴込み一体型のため、下地の状態によってはタキステップが下地に納まりにくい場合があります。 

● 下地に防水層がある場合は、カッターナイフ等で傷を付けないようにしてください。 

● 踊り場用シートと溶接処理する場合は、段差が出来ないように仕上げてください。 

● 端部処理は全周行うことを標準工法としております。 
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５Ｗ 標準納まり図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５Ｗ 施工副資材標準使用量一覧表 

 

 

 タキボンド＃６０７ タキボンド＃６２５ 
タキボンド＃６５０ 

（付属品） 
タキシール＃６００ 

９００ 

タイプ 

９７段／ 

１８㎏ 
９６段／缶 ９.７段／本 １０.０段／本 

１２００ 

タイプ 

７３段／ 

１８㎏ 
７２段 ７.３段／本 ９.０段／本 

● タキボンド＃６５０はタキステップに付属されていますが、下地の状態が悪く、付属品だけで数量が不足する場合には 

別売品を追加購入してください。 
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150mm以上 

詳細な施工手順についてはタキストロン タフスリップタイプ施工方法に従ってください。 

 

踊り場用シート（５Ｗ用） 施工手順 
 

１．タキステップは、踏み面部の寸法が１５０ｍｍ以上になるように仕上げてください。 

● 踏み面部が短いと、接着剤硬化までの歩行により、 

タキステップのズレ、脱落の恐れがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．階段の巾方向と平行になるように、また出来るだけ柄合わせを行いながら、踊り場用シートを敷き延ばしてください。 

● 継目は柄模様の目地部で行うのが基本です。 

● 踊り場用シートの流し方向に注意してください。 

 

３．タキステップや踊り場用シートは、継目部の柄をできるだけ合わせてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 
 

溶接工法 
 

（1） 接着剤が完全に硬化してから、溝切り機などでシート厚みの２／３程度の深さにＵ字溝を設けてください。 

（2） 熱風溶接機（ライスター）でタキストロン床溶接棒を溶融させながら溶接ビードができる程度に溶接してください。 
 

＜溶接条件の目安＞ 
設定 

アナログ 6～7 

デジタル 400～500 ℃ 

スピード 1～2ｍ／分 
 

（3） タキストロン床溶接棒が冷えてから、余盛部をスパトラナイフなどで平滑に仕上げてください。 

  
 

シール工法 
 

バルコニーなどで養生が可能な場合は、11.端部処理と同様の手順でエポシール及びタキシール＃６００を使用することも可能

です。但し、以下につきまして十分に注意してください。 
 

● 養生期間を 2～3日間設けてください。 

● エポシール及びタキシール＃６００の仕上がり面は、硬化後多少の痩せが生じます。 

● タキシール＃６００はタキストロン全色には対応していません。 

踊り場用シート 

流し方向 


